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The objective of this paper is the realization of the structural features of Reciprocal Frame Domed        
Structures. The present paper handles the issue of joint stiffness using Reciprocal Frame Domed             
Structures with influence of notch. And perform computational morphogenesis using joint stiffness 
considering the gutter and to sink into the wood. 














推測される．しかし，この Reciprocal Frame 構造は研究も
それほど盛んではなく，特性を把握することも難しいた
め，未解明な部分も多く残っている． 






Fig. 1 Reciprocal Frame 構造(1) 
 
２． 理論 
（１）ドーム状 Reciprocal Frame 構造とは 
ドーム状 Reciprocal Frame 構造は，部材の本数や長さ，
部材せい，交点比を変化させることで，形状が変化する．
最もシンプルなかたちとしては Fig. 2 のようになる． 
 
 
Fig. 2 最もシンプルなドーム状 Reciprocal Frame 構造 
 
（２）ドーム状 Reciprocal Frame 構造の形状特性 



















Fig. 5 部材せいによる面積，ライズの変化 
 
 
Fig. 6 交点比による面積，ライズの変化 
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𝑘11𝑥1 + 𝑘12𝑥2 + 𝑘13𝑥3 + 𝑘14𝑥4 = 𝑓1 
𝑘21𝑥2 + 𝑘22𝑥2 + 𝑘23𝑥3 + 𝑘24𝑥4 = 𝑓2 
𝑘31𝑥3 + 𝑘32𝑥2 + 𝑘33𝑥3 + 𝑘34𝑥4 = 𝑓3 
𝑘41𝑥4 + 𝑘42𝑥2 + 𝑘43𝑥3 + 𝑘44𝑥4 = 𝑓4 
 
ここで，節点 2,3 に変位がかかった状態のため，
𝑥2, 𝑥3, 𝑓1, 𝑓4が既知数，𝑥1, 𝑥4, 𝑓2, 𝑓3は未知数となり，行列演
算を行うために(11)式のように書き換える． 
 
𝑘11𝑥1 + 0 + 0 + 𝑘14𝑥4 = 𝑓1 − 𝑘12𝑥2 − 𝑘13𝑥3 
(11) 
𝑘21𝑥1 − 𝑓2 + 0 + 𝑘24𝑥4 = 0 − 𝑘22𝑥2 − 𝑘23𝑥3 
𝑘31𝑥1 + 0 − 𝑓3 + 𝑘34𝑥4 = 0 − 𝑘32𝑥2 − 𝑘33𝑥3 












































































































が生じる接合部 1 か所につき 100 点とし，加点方式で評
価した指数とする．浮き上がりの生じない形態は浮き上























切欠き比 𝛽 ： 0.1,0.2,0.3,0.4 
 







 Fig.15 目的関数空間上での個体位置 
 
 
Fig.16 浮き上がり指数 600 の個体 
 




















Fig.18，Fig.19 に示す．解析には grasshopper python(7)に有
限要素法をプログラムし，多目的最適化には grasshopper
の octopus(8)を用いる．節点集中荷重はポリカーボネート
の仕上げを想定して 50[N m2⁄ ]，ステンレス製の仕上げを
想定して 500[N m2⁄ ]，一般的な木造の仕上げを想定して
























切欠き比 𝛽 ： 0.1,0.2,0.3,0.4 








解析結果を Fig.20 に示す．Fig.20 より，浮き上がり指数












 Fig.20 目的関数空間上での個体位置 
 
 
























































木造での Reciprocal Frame 構造の実現に近付くのではな
いかと思われる． 
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